
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国連教育科学文化機関（ユネスコ）の諮問機関は26日、青森県の三内丸山遺跡など「北海

道・北東北の縄文遺跡群」（北海道、青森県、岩手県、秋田県）を世界文化遺産に登録するよう勧

告しました。1万年以上にわたって営まれた狩猟や採集を基盤とした定住生活の変遷を網羅し、農

耕以前の人類の生活や精神文化の実態を示す貴重な物証と認められました。7月16～31日に開

かれるユネスコの世界遺産委員会での決議を経て正式に決まります。5月10日には自然遺産候

補の「奄美大島、徳之島、沖縄島北部および西表島」（鹿児島県、沖縄県）も勧告を受けており、と

もに登録されれば日本の世界遺産は計25件となります。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

北海道・北東北の縄文遺跡群、世界遺産へ（尾倉中ユネスコスクール特集） 


